
常勤 非常勤 常勤 非常勤 有期 無期

1         -         -         -         403     

-         3         -         -         2         

2         2         -         -         14       

-         13       -         2         183     -         

3         18       -         2         197     405     625                   

認知症初期集中支援事業 福祉局介護保険課

所管局

自主事業

福祉局介護保険課

代表者 理事長　細谷　亮

5                      

18                    

198                   

合　計

404                   団体固有職員

神戸市派遣職員

神戸市ＯＢ職員

合　　計

理事・評議員 監事 職員役職員数

（令和４年７月時点）

その他

令和５年度　経営改革プラン　

団体名 一般財団法人神戸在宅医療・介護推進財団

設立年月日 昭和62年7月7日

訪問看護事業 自主事業

団体の設立目的・沿革

　在宅あるいは地域社会における高齢者等を対象とするケアのあり方やシステ

ムについて調査研究を行うとともに、在宅ケア事業や施設運営などを実践する

ことにより、神戸市民の福祉の向上に寄与する。また、平成28年4月には、本

格的な超高齢社会を迎えるにあたり、神戸市における地域包括ケアシステムの

推進団体として、今後の事業展開が分かりやすく明確になるように、一般財団

法人神戸在宅ケア研究所から名称変更を行った。

団体の主な事業内容

健康局地域医療課

事業名

病院事業

地域包括支援事業

医療介護サポートセンター事業

介護老人保健施設事業 自主事業



2,088                             2,020                             68                    

92                                  126                                ▲ 34

410                                366                                44                    

経常損益

2,738                             2,649                             89                    

財務状況（単位：百万円）

期末現金預金残高

令和３年度 令和２年度 差引

64                                  ▲ 50 114                   

32                                  ▲ 62 94                    当期正味財産増減額

流動資産

流動負債

長期借入金（固定負債）



■中長期的なミッション（神戸市行財政改革方針２０２５期間中のミッション）

■短期的なミッション（令和５年度のミッション）

■経営指標（令和３年度）

具体的な人材確保・育成方策の検討

ミッション② 新たなリハビリ医療の体制構築及び老朽化対応

ミッション③

ミッション④

財政健全化方策の検討及び実施

ミッション① 各事業の検証に基づく改善策の検討・実施

ミッション① 地域包括ケアシステムの推進

ミッション② 持続可能な経営基盤の確立

ミッション③ 人材確保・育成の推進

令和２年度 令和３年度 前年度比増減

職員

一人

あたり

純利益

純利益/職員数

職員１名あたりが、ど

の程度の利益を上げて

いるか。(百万円）

▲ 0.100 0.054 0.2ポイント

経常費用

人件費比

率

人件費/経常費用×100％

経常費用に占める人件

費の割合がどの程度あ

るか。

78.35% 77.41% ▲0.9ポイント

総資本

経常利益

率

経常利益/総資本×100％
経常的な収益性はどの

程度見込まれるか。
▲1.35% 1.69% 3.0ポイント

流動資産

回転率
売上高/流動資産×100％

流動的な資金が効率的

に運用されているか。
155.70% 154.14% ▲1.6ポイント

流動比率 流動資産/流動負債×100％
短期的な資金をどの程

度確保できているか。
724.61% 667.94% ▲56.7ポイント

自己資本

比率
自己資本/総資本×100％

団体固有の資本がどの

程度あるか。
65.71% 65.36% ▲0.3ポイント

自己資本当

期純利益率

（ＲＯＥ）

当期純利益/純資産×100％
資本を効率的に運用し

ているかか。
▲2.52% 1.30% 3.8ポイント

純資産

増加率

（当期純資産-前期純資産）

/当期純資産×100％

純資産が持続的に増加

しているか。
▲2.52% 1.30% 3.8ポイント

経営指標

財

政

安

定

性

持

続

性

人

的

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

財

政

的

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス



■ミッション工程表

■ミッションを踏まえた団体目標

目

標

及

び

実

現

方

法

目標

（できるだけ達成度を表す

数値目標も記載）

〇神戸リハビリテーション病院において、新たに心不全など内部障害

患者に対するリハビリテーション医療に取り組み、再入院率の低下や

市民の健康寿命の延伸を図る。なお、内部障害患者の受入れは新規入

院患者数の３割を目標とする。

また、医療･介護サービスの提供が一体的・連続的に行われ、高齢者

等が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最後まで続けることができ

るよう在宅医療と介護を結びつける連携拠点として、神戸市が各区に

設置する「医療介護サポートセンター」に従事するコーディネーター

の養成・研修を通して、医療介護従事者の連携支援に努める。（神戸

市委託事業）

　認知症の人にやさしいまちづくりの推進では、全市域を対象とした

認知症初期集中支援チームの活動として、認知症の疑いがある方の生

活環境の把握に努めつつ、医療・介護サービスへの橋渡しを行う。

（神戸市委託事業）

（長期的なミッション①、短期的なミッション②）

〇持続可能な経営基盤の確立については、公的役割を踏まえた事業に

適宜取り組む一方で、財団全体の収支の黒字を目標とする。（長期的

なミッション②、短期的なミッション①･③）

〇人材確保・育成の推進については、職員のモチベーション向上のた

め、処遇の検討や教育体制の充実など、時代の流れに沿った職場づく

りに取り組む。（長期的なミッション③、短期的なミッション④）

中長期的ミッション

地域包括ケアシステムの推進

持続可能な経営基盤の確立

人材確保・育成の推進

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

短期的ミッション

各事業の検証に基づく改善策の

検討・実施
　　　　　　　　　　　　　　　事業実施　　　　　　　　　　　　　　　効果検証・事業実施　　　　　　　　　　　　　　　事業実施

新たなリハビリ医療の体制構築

及び老朽化対応

財政健全化方策の検討及び実施 　　業務改善・ICTの継続検討（事務の効率化、ペーパーレス化）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実施

具体的な人材確保・育成方策の

検討
　業務の切り出し・課題整理 　　　計画・制度案作成　　　　　　　　　　各所調整・協議　　　　　　　　　合意決定・実施

呼吸器リハ本格運用

令和７年度～

新規入院患者のうち内部障害患者の受入

れを30％とする

ミッション名

ミッション名 令和５年度

新規入院患者のうち内部障害患者の受入

れを10％とする

収益向上等の経営改善の取り組

みを実施

人事評価制度・専門資格等の

取得支援制度の構築

　心不全リハ本格運用

　呼吸器リハ研修

　　呼吸器リハ

　　パイロット運用

令和６年度

新規入院患者のうち内部障害患者の受入

れを15％とする

実施



■市支援策の活用状況（令和４年度）

・働き方改革の取り組みとして、多様な働き方の導入やICTの活用を図る。

「長期的なミッション③、短期的なミッション④」

・人材確保・育成の推進については、職員の能力、モチベーション向上のため、人事評価制度を

　構築する。また、障がい者雇用率の達成に向けて、業務の切り出し、障がい者雇用の現状や課

　題を把握するため神戸市が主催するセミナーへの参加など雇用に向けた取り組みを進める。

「長期的なミッション②、短期的なミッション①・③」

・持続可能な経営基盤の確立については、各事業の検証と分析を行いながら、財団の目的に沿っ

　た事業の確立及び業務改善を実施する。

「長期的なミッション①、短期的なミッション②」

・専門資格等の取得支援制度やスキルアップのための研修の充実を図る。

・医療介護サポートセンターコーディネーター研修、連携会議を開催し、各区の課題の共有、コー

　ディネーターのスキルアップを図る。

・コーディネーターの養成、研修にあたり、医療介護サポートセンターの現状と課題の把握に努め

　る。

目

標

及

び

実

現

方

法

・認知症初期集中支援事業では、神戸市と連携しながら、紹介元の大半を占める地域包括支援セン

　ター（あんしんすこやかセンター）等への丁寧な説明や市民・関係団体に対する啓発に取り組

　み、認知症の方を地域全体で支える意識の醸成に努める。

　また、早期診断・早期支援に向け、専門性の高い職員の育成に努め質の向上を図る。

・内部障害患者について、急性期病院との連携を強化し新規入院患者の3割の目標を達成すべく

　取り組むとともに、人員の確保・育成を図ることにより、市民に安心安全な医療を提供する。

・リハビリテーションを通じたシームレスな医療提供を目指して、地域の専門職に対する人材

　育成や連携体制の推進に向けた取り組みを行っていく。

外郭団体共通内部通報窓口

専門家紹介制度 経営診断

経営懇談会 外郭団体職員向け研修

企業統治状況調査

民間代替性調査


